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ソフト事業

職員厚生費

職員厚生費

一般会計

46

2.総務費 - 1.総務管 - 1.一般管

　職員の健康管理を図るため、職員及び臨時・嘱託職員の健康診断を検診機関に委託し実施した。

　また、職場環境の改善や職員の健康・安全の保持増進のため、産業医を中心に安全衛生委員会や産業医活動

を実施した。

職員定期健診（巡回健診受診）　3,740,793円（委託料）

職員定期健診（人間ドック）　　　714,000円（委託料）

安全衛生委員会・産業医活動　　1,369,620円（委託料）

職員定期健診（巡回健診）　　4会場で5日間実施

職員定期健診（人間ドック）　希望する職員が受診

安全衛生委員会　　　　　　　年間1回実施

産業医活動　　　　　　　　　産業医面談12回実施　

事 業 名

細事業名

事業分類

会 計 科 目

政策体系

１１１１....事業事業事業事業のののの概要概要概要概要

２２２２....事業事業事業事業のののの目的目的目的目的とととと必要性必要性必要性必要性

３３３３....事業費事業費事業費事業費のののの推移推移推移推移

４４４４....主主主主なななな事業費事業費事業費事業費のののの内訳内訳内訳内訳

５５５５....事業結果事業結果事業結果事業結果のののの概要概要概要概要

平成23年度　　事業評価（事業活動記録）

事業No. 13

現年

所管部局

評価表作成者

①施策で目指す目標との関連付け

　職員の健康管理を図り、組織としての生産性を向上させるため、職員健康診断等の実施を含めた安全衛生

管理を実施。

②事業を実施する必要性

　職員の健康管理は事業主の責務である。（安全配慮義務）

3,200決算額または計画額

財

源

内

訳

うち一般職・嘱託職・臨時職の

給与および共済費等

使用料・手数料等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 の 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

3,704 5,460 5,824 7,321 7,524 7,524
単 位

人 /年

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0

3,200 3,704 5,460 5,824 7,321 7,524 7,524
0.60 0.80

3,606 5,096
9,066 10,920

平19決算 平20決算 平21決算 平22決算 平23予算 平24計画 平25計画

－

－

－

千円未満を四捨五入し表示しているので、合計等が一致しない場合がある。

※事業費を要しない場合は「0」、事業を実施しない場合は「空白」で表示。

※

0.50
3,095
6,799
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・職員定期健診については、平成21年度より臨時・嘱託職員の検査項目を拡大し充実させた。引き続き、今後

も一般職員と同様の検査内容としたい。

・安全衛生委員会・産業医活動については、平成21年度より取り組んでいるが産業医を中心とした長期病欠者

のケアや個別相談により安全衛生の対策が充実できた。公務能率向上の観点からも引き続き職員に対する定期

的な面談・ケアを充実させていきたい。また、長期病欠者の職場復帰について、支援の手順を策定しスムーズ

な職場復帰やその後のフォローアップを行っていきたい。

・職員定期健診については、平成21年度より臨時・嘱託職員の検査項目を拡大し充実させた。今後も一般職員

と同様の検査内容としたい。

・安全衛生委員会・産業医活動については、平成21年度より取り組んでいるが産業医を中心とした長期病欠者

のケアや個別相談により安全衛生の対策が充実できた。公務能率向上の観点からも引き続き職員に対する定期

的な面談・ケアを充実させていきたい。

６６６６....活動活動活動活動のののの詳細詳細詳細詳細

７７７７....所属長評価所属長評価所属長評価所属長評価〔平成20年度から改善した点、今後の展開など〕

【【【【参考参考参考参考】】】】過年度過年度過年度過年度のののの評価評価評価評価

■平成22年度の所属長評価

①有効性・効率性を向上させるため、担当職員と議論を重ねた点

　職員のメンタルヘルス対策、長時間労働対策、メタボ対策ついては、全庁的な取組み・PRが必要ではない

か。

②当該事業のアピール事項

　活力ある快適な職場環境を形成し、住民サービス向上に寄与する。

③反省点、今後の展開・方向性等

　安全衛生委員会による職場巡視や衛生管理者の育成に努め職場環境を整えることにより、職員の健康被害や

公務災害等を防止していく。　　

■平成21年度の所属長評価

（1）職員定期健診（巡回健診）

労働安全衛生法に定められている必要な定期健康診断

を実施することにより職員の健康状態を把握し異常の

早期発見に努めた。（市内4ヶ所の巡回健診受診）

平成22年8月17日～23日

及び平成22年12月14日

受診者数　職員290人

　　　　　嘱託・臨時職員

　　　　　202人

（2）職員定期健診（人間ドック）

労働安全衛生法に定められている必要な定期健康診断

を実施することにより職員の健康状態を把握し異常の

早期発見に努めた。（各検診期間お人間ドック受診）

平成22年4月～平成23年3

月

受診者数　119人

（3）安全衛生委員会

職員の健康増進と快適な職場環境づくりのため、安全

な衛生委員会を開催した。（年間1回）

平成22年4月～平成23年3

月

職場巡視等を実施

（4）産業医活動

健康面で不安のある職員について、産業医面談を実

施。また、産業医による健康診断結果確認により、就

労制限の必要の有無を確認した。

平成22年4月～平成23年3

月

長期病休職員の職場復帰支

援と復帰後の職場適応状況

の確認
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